
来
る
、
五
月
五
日

（
土
）
に
は
、
奈
良

県
の
浄
土
真
宗
本
願

寺
派

（
お
西
さ
ん
）

教
恩
寺
住
職
で
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
の
や
な
せ
な
な
さ

ん
を
お
招
き
し
、
本

堂
に
て
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

当
日
は
、
や
な
せ

な
な
さ
ん
の
書
籍
、

Ｃ
Ｄ
販
売
と
と
も
に

去
る
、
四
月
十
七

日
に
尼
講
お
花
見
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、

内
池

西
青
年
会

「
き
ず
な
の
会
」
の

皆
さ
ま
に
よ
る
、
み

た
ら
し
団
子
の
実
演

販
売
も
行
わ
れ
ま
す

の
で
、
皆
さ
ま
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

二
十
日
に
は
、
恒

例
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
を
必
佐
小
グ

ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま

す
。

（
い
ず
れ
も
詳

細
は
別
紙
参
照
）

み
な
さ
ん
と
と
も
に

桜
の
も
と
で
、
春
の

穏
や
か
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

来
る
、
五
月
二
九

日

（
火
）
の
午
後
二

時
よ
り
、
近
江
六
組

・
門
徒
研
修
会
が
照

光
寺
本
堂
に
て
開
催

さ
れ
ま
す
。

講
師
は
、
日
野
町

野
出
地
区
の
真
宗
大

谷
派

（
お
東
）
託
仁

寺
住
職
、
藤
川
秀
行

師
で
、
研
修
内
容
は

お
内
仏

（
仏
壇
）
の

お
給
仕
作
法
と
な
り

ま
す
。

普
段
、
私
た
ち
が

口
に
し
た
り
耳
に
す

る

「往
生
」
と
い
う

言
葉
は
、

「ど
う
に

も
し
よ
う
が
な
く
、

困

っ
て
ほ
と
ほ
と
閉

口
し
た
」
と
い
う
意

味
で
、
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
良
く
な
い
悪

い
イ
メ
ー
ジ
の
言
葉

と
し
て
使
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
も
と
も
と

の
意
味
は
全
く
違
う

お
内
仏
の
各
仏
具

に
つ
い
て
の
正
し
い

お
飾
り
の
仕
方
や
、

勤
行
作
法
な
ど
に
つ

い
て
、
分
か
り
や
す

く
学
ん
で
い
た
だ
け

ま
す
。

当
日
は
、
近
江
六

組
に
属
す
る
三
十
三

か
寺
の
ご
門
徒
の
方

々
が
お
越
し
に
な
り

ま
す
。
お
誘
い
あ
わ

せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

も
の
で
す
。

往

生
と

い
う

の

は
、
字
の
ご
と
く
、

「往往往往
き
生生生生
ま
れ
る
」

こ
と
で
、
阿
弥
陀
如

来

の
本
願
を
信
じ

て
、
彼
の
仏
の
国
土

で
あ
る
西
方
浄
土
に

往
き
生
ま
れ
る
こ
と

を
指
し
ま
す
。

往
生
と
い
う
の
は

本
来
、
め
で
た
い
こ

と
を
意
味
し
ま
す
。

真
宗
で

は
、
お
亡

く
な
り
に

な
ら
れ
た

方
の
法
名

を
記
し
た

掛
け
軸
の
こ
と
を
法

名
軸
と
呼
び
、
お
内

仏

（
仏
壇
）
の
両
側

の
壁
に
掛
け
ま
す
。

法
名
軸
は
、

一
つ

の
お
軸
に

一
人
ず
つ

法
名

を
書

く
も

の

と
、

「総
法
名
軸
」

と
い

っ
て
、

一
つ
の

お
軸
に
歴
代

（
先
祖

代
々
）
す
べ
て
の
法

名
を
書
く
も
の
が
あ

り
ま
す
。

単
独
の
法
名
軸
は

年
忌
法
要

（
法
事
）

や
祥
月
命

日

の
際

に
、
お
内
仏
の
向
か

っ
て
右
側
の
側
面
に

掛
け
、
総
法
名
軸
は

常
時
、
お
内
仏
の
向

か

っ
て
左
側
の
側
面

に
掛
け
ま
す
。

ま
た
、
お
内
仏
に

法
名
軸
を
掛
け
ら
れ

な
い
場
合
は
、
ご
先

祖
の
命
日
や
法
名
な

ど
の
記
録
と
し
て
、

折
本
式
の
過
去
帳
を

用
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
位
牌
は
用

い
ま
せ
ん
。

他
宗
派
で
は
、
広

く
位
牌
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
霊
魂

観
に
基
づ
い
て
い
る

位
牌
は
仏
教
本
来
の

も
の
で
は
な
く
、
真

宗
の
教
え
に
そ
ぐ
わ

な
い
こ
と
か
ら
、
位

牌
は
用
い
て
い
ま
せ

ん
し
、
真
宗
で
は
戒

名
で
は
な
く
法
名
を

名
告
り
ま
す
。

（裏

面
を
参
照
く
だ
さ
い
）

爽
や
か
な

初
夏
の
季
節

を
迎
え
、
境

内
の

ハ
ナ
ミ

ズ
キ
や
花
壇

の
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
の

花
が
綺
麗
に

咲
き
誇
り
、

百
花
繚
乱
の

季
節
を
実
感

さ
せ
ら
れ
ま

す
。
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～仏説阿弥陀経～

五
日
（土

・
祝
）

仏仏仏仏
教教教教
文文文文
化化化化
講講講講
座座座座

「「「「やややや
なななな
せせせせ
なななな
なななな
ささささ
んんんん
ココココ
ンンンン
ササササ
ーーーー
トトトト
」」」」

午
後
三
時
～

九
日
（水
）

同同同同
朋朋朋朋
大大大大
会会会会
スススス
タタタタ
ッッッッ
フフフフ
会会会会
議議議議

午
後
二
時

十
二
日

（土
）

仏仏仏仏
婦婦婦婦
例例例例
会会会会

午
後
八
時

十
三
日

（日
）

湖湖湖湖
東東東東
地地地地
区区区区
同同同同
朋朋朋朋
大大大大
会会会会

わ
た
む
き
ホ
ー
ル

・
小
ホ
ー
ル
に
て

午
後

一
時
半

十
九
日

（土
）

湖湖湖湖
東東東東
地地地地
区区区区

・
推推推推
進進進進
員員員員
のののの
つつつつ
どどどど
いいいい

近
江
八
幡
文
化
ホ
ー
ル
に
て

午
後

一
時
半

二
十
日

（日
）
照照照照
光光光光
寺寺寺寺
ググググ
ララララ
ウウウウ
ンンンン
ドドドド
ゴゴゴゴ
ルルルル
フフフフ
大大大大
会会会会

必
佐
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て

午
後

一
時
半

二
十
五
日

（金
）
境境境境
内内内内
清清清清
掃掃掃掃

（奉
仕
）

午
前
八
時

二
十
八
日

（土
）
おおおお
講講講講

当
番

三
番
組

午
前
七
時
半

二
十
九
日

（火
）
近近近近
江江江江
六六六六
組組組組

・・・・
門門門門
徒徒徒徒
研研研研
修修修修
会会会会

午
後
二
時

三
十
～
三
十
一
日
（水
～
木
）
近近近近
江江江江
六六六六
組組組組

・
門門門門
徒徒徒徒
研研研研
修修修修
旅旅旅旅
行行行行

新
潟

・
上
越
方
面

五五五五
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
予予予予
定定定定

今今今今
月月月月
のののの
行行行行
事事事事
にににに
つつつつ
いいいい
てててて
のののの
おおおお
知知知知
らららら
せせせせ

尼
講
お
花
見
会
開
催
さ
れ
る

仏仏仏仏事事事事ののののイイイイロロロロハハハハ
～法名軸について～

く
ら
し
の
な
か
の
仏
教
語

～
往
生
（お
う
じ
ょ
う
）
～

近
江
六
組

・
門
徒
研
修
会
の
ご
案
内


